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褥瘡対策委員会の現状と未来

西　村　広　江

はじめに

当院の褥瘡対策委員会は、院内で適切な褥瘡対策を
行うために多職種（医師、看護師、薬剤師、管理栄養
士、リハビリ担当者、医事課事務職員）で連携して取
り組んでいる。

活動内容

①　褥瘡対策委員会：
毎月開催し、褥瘡発生率、院内発生数の報告、ラウ
ンドの報告、各職種による勉強会を行い、褥瘡対策に
おける問題点などを話し合っている。
②褥瘡ラウンド、カンファレンス：
第２、４火曜日に実施し、入院時既から褥瘡を有し
ている患者、入院後に褥瘡を発生しラウンド依頼が
あった患者を対象にしている。褥瘡処置、ケア方法、
薬剤の選択、栄養評価、ポジショニングなど、多職種
で連携しよりよいケアの提供が出来るように努めてい
る。
③研修会の企画・運営：
年１回全職員を対象に知識、技術の向上のために開
催している。
④体圧分散寝具（エアマット）の管理、整備：
各部署、所定の場所に収納することで、適切に、速
やかに使用できるよう管理、整備し予防対策を行って
いる。
⑤褥瘡対策マニュアルの整備：
必要時に見直している。
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⑥地域での褥瘡予防・治療に関する教育：
出前講座の依頼があれば、多職種で出かけ、講義、
実地を行っている（図１）。
⑦褥瘡計画書の立案：
病棟看護師は、褥瘡に関する危険因子の評価を行い、
予防やケア方法の計画を立案している。褥瘡対策チー
ムの看護師は、計画が適切かを確認し承認作業を行っ
ている。

今後にむけて

来年度には、皮膚・排泄ケア認定看護師が誕生する
予定である。院内、地域においても質の高い看護の提
供と教育が可能となる。また、褥瘡ハイリスク患者ケ
ア加算の算定にもつながり、病院運営にも期待できる。
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委員会の現状

図１　褥瘡予防の出前講座
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